
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
テ
レ
ビ
に
て
ガ
リ
レ
オ
の
特
異

才
能
に
つ
い
て
の
番
組
が
あ
り
、
そ
こ

で
彼
の
血
管
の
中
の
血
流
に
つ
い
て
の

観
測
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
血
流
が
心
臓
の
弁
を
出
る
と
き

の
流
れ
に
つ
い
て
で
あ
り
、
血
流
が
渦

を
巻
い
て
い
る
と
い
う
図
で
し
た
。
当

時
の
利
用
で
き
る
技
術
で
そ
れ
が
見
え

る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
技
術
を

も
っ
て
や
っ
と
可
能
で
、
驚
く
べ
き
こ

と
は
ガ
リ
レ
オ
の
図
と
現
在
の
観
測
が

非
常
に
似
て
い
る
こ
と
で
す
。

見
え
な
い
も
の
が
な
ぜ
見
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。
推
測
さ
れ
た
答
え
は
、
彼

の
他
の
場
面
に
お
け
る
鋭
い
観
察
が
考

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ガ
リ
レ

オ
は
水
の
流
れ
を
非
常
に
詳
し
く
観
察

し
て
お
り
、
流
れ
に
発
生
す
る
渦
に
つ

い
て
も
そ
の
性
質
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
心
臓
弁
の
周
り
の
血
流
と
結

び
つ
け
る
才
は
天
分
と
し
か
言
え
ま
せ

ん
。翻

っ
て
、
分
か
っ
た
と
我
々
が
思
い

込
ん
で
い
る
事
柄
に
目
を
凝
ら
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
深
く
切
り
込
む
と
、
肝
心

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
も
の
だ
ら
け
だ

と
分
か
り
ま
す
。
無
限
・
命
・
極
微
の

世
界
等
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
ま
す
。

ガ
リ
レ
オ
の
ひ
そ
み
に
倣
え
ば
、
こ
れ

ら
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
現
象
は
日

常
に
あ
り
、
我
々
が
気
付
か
な
い
だ
け

な
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
私
は
美
と
は
何
か
に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
感
じ
る
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
感
じ
る
私
が

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
美
と

は
統
一
で
し
ょ
う
か
。
統
一
を
創
り
出

す
そ
の
先
は
、
神
に
つ
な
が
っ
て
い
る

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
月
第
29
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
、
二
月
研
究

　

集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
39
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会（
寺
山
心
一
翁
先
生
）報
告

◎
第
四
四
一
回
、
第
四
四
二
回
、

　

第
四
四
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎�

小
坂
武
司
氏「
日
本
の
霊
性
の
真
価
」

の
ご
紹
介

◎
サ
イ（
気
）の
運
動
と
生
命
体

の
で
し
ょ
う
か
。

時
代
の
進
展
は
危
険
を
は
ら
み
、
よ

り
深
い
原
理
に
気
づ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。皆

さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮

説
）
に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可

能
に
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏

日
時　

令
和
2
年
2
月
1
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

本
講
演
で
は
、
生
命
創
造
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を

基
礎
に
し
た
講
演
者
の
仮
説
を
基
に
し

て
、
意
識
体
の
憑
依
を
ゼ
ロ
化
す
る
ヒ

ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
そ
の

理
論
と
実
践
的
方
法
を
ご
報
告
し
ま
す
。

講
演
者
の
仮
説
は
、「
出
産
土
器
」
と

呼
ば
れ
る
縄
文
土
器
の
文
様
の
構
造
の

歴
史
的
比
較
構
造
分
析
か
ら
出
た
仮
説

と
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
が
示
す

生
命
創
造
の
基
礎
構
造
に
つ
い
て
の
仮

説
的
理
解
を
基
に
し
つ
つ
、
意
識
が
如

何
に
生
命
の
創
造
と
消
滅（
ゼ
ロ
化
）に

緊
密
に
関
与
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
と
は
、
楢

崎
皐
月（
な
ら
ざ
き�

こ
う
げ
つ
）
と
い

う
電
気
物
理
学
者
が
、
1
9
4
9
年
に
、

平
十
字
（
ひ
ら�

と
う
じ
）
と
名
乗
る
人

に
見
せ
ら
れ
た
巻
物
に
描
か
れ
て
い
た
、

抽
象
文
字
か
ら
成
る
80
個
の
渦
巻
き
を

解
読
し
た
生
命
と
宇
宙
の
物
理
に
つ
い

て
の
サ
ト
リ
を
示
し
ま
す
。

※
ア
マ
ナ
氏
は
長
年
、
カ
タ
カ
ム
ナ
を

研
究
さ
れ
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

か
ら
導
か
れ
る
い
く
つ
か
の
法
則
の
解

説
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
本
部
例
会

で
は
初
め
て
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎�

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
修
了
、�

統
合
学
博
士
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究
所
）。
現
在

大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
客

員
研
究
員
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
で
衝
撃
を
受
け
、
3
～
4
世
代
先
の

子
供
達
に
遺
せ
る
も
の
を
求
め
る
中
で
、

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
に
出
合
う
。
そ

の
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
と
移
り

住
み
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
精

神
性
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
瞑

想
や
多
次
元
エ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践

し
つ
つ
、
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
研
究

を
行
う
。
現
在
、
日
本
に
活
動
拠
点
を

置
き
つ
つ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ク

ラ
ス
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

著
書
：『
潜
象
の
サ
イ
エ
ン
ス
で
解
く　

縄
文
･
カ
タ
カ
ム
ナ
･
レ
イ
キ
』
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
、
2
0
1
8
年
。

※�

一
月
と
三
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

�

佐
々
木
茂
美�

様

金
二
十
五
万
円
也　

�

匿　
　

�

名　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
サ
イ
と
引
き
こ
も
り
」
と
い
う
こ
と

で
、
近
年
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
子

供
の
引
き
こ
も
り
だ
け
で
な
く
、
大
人

の
引
き
こ
も
り
に
関
し
ま
し
て
も
、
サ

イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な
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内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

科
学
と
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ

る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ

の
極
意

　
　
　
　

講
師　

平
田　

進
一
郎�

氏

日
時　

令
和
2
年
4
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

内
容ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、「
全
体
的
な
」

と
い
う
語
源
か
ら
、
医
学
、
栄
養
学
を

は
じ
め
、
人
の
健
康
は
、「
心
、
霊
、
体
」

の
全
て
を
総
括
的
な
観
点
で
、
い
わ
ば

「
物
心
両
面
の
調
和
」
を
目
指
す
こ
と

を
重
要
視
す
る
健
康
概
念
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
は
、
何
か
?�

精
神
と
物
質
は
、
つ
な
が
っ
て
い
る
科

学
的
根
拠
を
解
説
致
し
ま
す
。

治
癒
を
促
す
た
め
の
感
情
状
態
の
決

め
手
や
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
感
情
が
生
体
に

影
響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
も
解
説
致
し

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
祈
り
や
瞑
想
を
通
し
て
、

愛
や
感
謝
、
喜
び
の
心
が
、
ど
う
や
っ

て
病
気
の
回
復
に
影
響
す
る
の
か
、「
正

し
い
瞑
想
法
」
に
よ
る
、
そ
の
解
消
法

の
簡
単
な
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

※
平
田
進
一
郎
氏
は
米
国
、
英
国
で
は

公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
米
国
で
学
び
、

博
士
号
も
取
ら
れ
て
、
栄
養
学
も
含
め

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
広
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
科
学
と
も
関
係

す
る
貴
重
な
御
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
平
田
進
一
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ph.D
.

（
理
学
博
士
）。
平
田
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
校
長
。

1
9
6
0
年
、
東
京
都
生
れ
。
米

国
ペ
ッ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
に
て
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
。Foundation�of�

International�Spiritual�Center

（
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
）に
渡
航
し
、
心
霊
体

の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
概

念
と
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
米
国A

IH
T

で
修
士
。
博
士
号
取
得
。
2�

0�

0�

3
年

か
ら
米
国T

ransform
ation

酵
素
栄
養

療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
本
支
部
代
表
に
就

任
後
、
2�

0�

1�

0
年
よ
り
現
職
に
従
事

す
る
。

著
書　
『
い
ま
、
栄
養
学
が
変
わ
る　

健
康
に
自
分
ら
し
さ
を
活
か
す
「
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
栄
養
学
」』（
現
代
書
林
）、

『
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ　

～
最
強

の
治
療
法
は　

あ
な
た
の
中
に
あ
る
～
』

（
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
）

H
EA

L　

奇
跡
の
治
癒
力　

2�

0�

1�

7

年
米
国
制
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

他
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
、
２
０
２
０
年
～

ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛�

氏

日
時　

令
和
2
年
1
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

目
に
見
え
な
い『
場
』の
法
則

　

～
未
来
は
ど
う
な
る
～

　
　
　

講
師　

水
口�　

清
一�

氏

　
　
　
（
A
Ⅰ
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
）

日
時　

令
和
2
年
2
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
2
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
A
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

　

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
っ
て
、

参
加
者
個
人
の
運
勢
診
断
を
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
そ
の
都
度
、
自
由
に
質
問
を
受

け
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
解
説
致
し

ま
す
。
ま
た
昨
年
ご
紹
介
し
ま
し
た「
運

命
創
造
曼
荼
羅
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
版
も
配
付
致
し
ま
す
。

今
回
は
参
加
者
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

2
0
2
0
年
1
月
か
ら
の
月
運
チ
ャ
ー

ト
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー

ト
S
」
18
カ
月
分
を
お
渡
し
し
て
（
1

人
分
無
料
）、
一
カ
月
ご
と
の
詳
細
な

先
天
運
の
波
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
対
処
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
0
年
1
月
～
2
0
2
1

年
6
月
に
か
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星

が
数
十
日
～
一
カ
月
あ
る
い
は
一
、二

年
位
で
通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、

比
較
的
短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対

処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
」
は
英
国
の
占

星
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ー
氏
の
提
唱

し
た
新
し
い
理
論
で
、
瀬
尾
が
そ
れ
を

土
台
に
し
な
が
ら
、
独
自
の
チ
ャ
ー
ト

解
析
法
を
確
立
し
た
の
が
、「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」で
す
。

今
ま
で
星
と
星
が
形
成
す
る
様
々
な

特
別
な
角
度
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
が
あ
る

か
、
な
い
か
の
二
値
で
診
断
し
て
き
た

旧
来
の
方
法
で
は
、
不
正
確
な
診
断
に

な
り
や
す
い
の
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
正

確
度
を
電
気
工
学
の
共
振
性
に
模
し

て
、
2
つ
の
星
同
士
の
関
係
性
を
数
値

化
し
、
す
べ
て
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
つ
い

て
、
総
合
診
断
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
そ

の
人
の
才
能
診
断
や
運
勢
診
断
に
於
い

て
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
2
0
2
0
年
の

日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測
を
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
1
月
の
分
科
会
で
、「
今

年
5
月
に
天
王
星
が
経
済
・
金
融
の
星

座
・
牡
牛
座
に
入
る
の
で
、
今
後
7
年

間
は
経
済
・
金
融
関
連
で
、
大
変
動
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
来
る
」
こ
と
を
予

測
致
し
ま
し
た
が
、
5
月
以
降
米
中
貿

易
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

脱
退
対
立
、
日
韓
の
貿
易
と
経
済
の
ト

ラ
ブ
ル
、
香
港
の
民
衆
決
起
紛
争
に
よ

る
経
済
の
落
ち
込
み
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
日
本
の
消
費
税
ア
ッ
プ
の
影
響

も
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

今
回
も
複
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
よ
り
深

く
診
断
し
て
、
経
済
面
も
含
め
て
2
�0�

2
0
年
の
日
本
と
世
界
の
情
勢
を
診
断

致
し
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

● ❹●



に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
発
見
育
成
研
究
所
」、「
ア
ス

ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本

サ
イ
科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す

配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
10
日
ま

で
にoffice21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に

参
加
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致

し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
は

公
式
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
1
月
10

日
ま
で
に
送
信
い
た
だ
く
か
、
F
A
X

で
送
信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名　

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に

な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は

不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
39
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
2
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
直
観
」

日
時　

令
和
2
年
3
月
28
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

�

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

四
〇
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ

ク
ト
か
ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、

異
星
人
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人�

氏

特
に
こ
の
近
々
に
な
り
ま
し
て
、
や

っ
ぱ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
増
え
て
き

て
い
ま
す
の
は
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

問
題
の
さ
ら
に
先
を
行
く
も
の
で
、
水

は
物
質
的
な
体
質
を
変
え
て
い
く
わ
け

で
す
け
れ
ど
、
そ
の
次
の
も
の
が
少
し

出
て
き
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
に
、
あ
る
韓
国
の
社
会

的
に
巨
大
企
業
な
ん
で
す
が
、
そ
の
総

合
化
学
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た
方
と
一

緒
に
、
宇
宙
人
と
交
信
を
し
な
が
ら
セ

ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
宇
宙

人
に
「
時
代
を
変
え
る
よ
う
な
発
明
品

の
何
か
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
え
な
い
か
？�

必
ず
形
に
す
る
か
ら
」
と
い
う
約
束
で

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
会
社
は
い
く
つ
か
の
特
許
を

取
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
出
て

き
た
の
が
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
公
式

な
ん
で
す
。「
Ｍ
＝
Ｍ
＝
Ｃ
＝
Ｃ
」と
い

う
公
式
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
出
て
き
た
ん

で
す
。
す
な
わ
ち
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
＝
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｙ
＝
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
＝
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｙ
」、
こ
の
4
つ
の
テ
ー
マ
が
同
じ

価
値
観
と
し
て
、
同
じ
く
神
聖
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、

こ
れ
か
ら
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
清
ら

か
に
す
る
一
つ
の
ス
ケ
ー
ル
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
ん
で
す
。
非
常

に
あ
る
意
味
、
私
達
の
も
っ
て
い
る
頭

の
中
の
情
報
に
寄
り
添
っ
た
、
宇
宙
人

の
翻
訳
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
は
思
い

●❺ ●



ま
し
た
が
。

私
は
こ
の
単
純
な
公
式
が
非
常
に
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
感
じ
ま
し
た
。
つ

ま
り
我
々
は
ど
う
し
て
も
「
お
金
は
醜

い
も
の
」「
お
金
の
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
は

決
し
て
正
し
く
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。
で
も
そ
も
そ
も
お
金
と

い
う
も
の
は
、
人
と
人
と
の
約
束
と
し

て
成
り
立
っ
て
き
て
、
そ
の
約
束
を
い

か
に
楽
し
い
も
の
に
す
る
か
、
豊
か
な

も
の
に
す
る
か
、
正
し
い
も
の
に
す
る

か
は
我
々
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
問
題

な
ん
で
す
ね
。

「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
は
心
で
す
か
ら
、
こ
れ

は
や
は
り
清
ら
か
に
、
な
る
べ
く
穏
や

か
に
、
な
る
べ
く
面
白
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
こ
こ
は
も
う
偉
大

で
、
雄
大
で
、
美
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
」
こ
れ
は
企
業
と

か
会
社
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
そ
こ
を
楽
し
く
み
て
い
く
と
い

う
の
も
大
事
な
ん
だ
な
あ
と
い
う
ふ
う

に
感
じ
ま
す
。

宇
宙
人
が
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
促
す

と
い
う
の
は
、
よ
り
現
実
的
な
我
々
の

社
会
構
造
の
問
題
そ
の
も
の
が
、
や
は

り
宇
宙
的
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
将

来
的
に
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
入
っ
て

い
る
と
い
う
流
れ
が
私
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
宇
宙
人
、
異
星
人
の
世
界

と
い
う
の
は
、
私
達
の
文
化
と
異
な
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ま
あ
そ
れ
は
未
来

人
で
も
あ
る
と
い
う
お
話
も
し
ま
し
た

が
、
彼
ら
の
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
、
一

番
最
初
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
私
が
混
乱

し
た
の
は
、
地
球
向
け
の
宇
宙
語
で「
サ

ム
ジ
ー
ラ
」
と
い
う
特
殊
な
立
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
テ
レ
パ
シ
ー
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
。

頭
の
中
に
映
像
や
立
体
が
リ
ア
ル
に

映
画
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
る
ん
で
す
。

そ
れ
が
我
々
が
勝
手
に
思
い
込
む
妄
想

と
か
勝
手
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
と
の

違
い
が
す
ご
く
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
サ
ム
ジ
ー
ラ
と
い
う
テ
レ

パ
シ
ー
手
段
で
い
ろ
ん
な
シ
ン
ボ
ル
を

送
っ
て
く
る
の
で
す
。
彼
ら
の
言
語
体

系
は
シ
ン
ボ
ル
な
ん
で
す
。
ま
た
は
立

体
的
な
形
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
彼
ら
は

逆
に
言
葉
自
体
は
い
ら
な
く
な
っ
て
い

る
文
明
な
ん
で
す
。
し
か
し
そ
の
言
葉

を
使
わ
な
い
と
地
球
人
は
混
乱
す
る
の

で
、
サ
ム
ジ
ー
ラ
と
い
う
よ
う
な
言
葉

を
使
う
の
で
す
。

振
り
返
っ
て
も
不
思
議
だ
な
あ
と
思

い
ま
す
が
、
私
が
13
～
14
歳
の
と
き
に

最
初
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
す
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
は
巨
大
な
そ
ろ
ば
ん
玉
の
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
町
場
の
学
校
か
ら

風
光
明
媚
な
静
岡
県
の
藤
枝
市
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
学
校
で
友
達
と
ウ
マ
が

合
わ
ず
に
空
を
ぼ
ん
や
り
何
日
も
眺
め

て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
当
時
テ

レ
ビ
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
呼
ぶ
番
組
を
や
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
見
て
自
分
も
や
っ
て
見

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
今
考
え
る
と
、

そ
れ
は
住
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
寂
し
さ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水
か
空
気
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
友
達

と
の
友
情
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、

そ
れ
は
自
分
に
も
当
然
問
題
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
寂
し
さ
の
中
で
最
初
の
人
間
的

な
き
っ
か
け
だ
っ
た
も
の
が
、
ず
っ
と

夜
空
に
向
か
っ
て
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
来
る
の

か
な
？�

テ
レ
パ
シ
ー
っ
て
感
じ
て
も

ら
え
る
の
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、

ぴ
っ
た
り
30
日
目
に
あ
き
ら
め
か
け
て

い
た
そ
の
夜
空
に
、
ド
ー
ン
と
き
れ
い

な
そ
ろ
ば
ん
型
の
大
型
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
現

れ
ま
し
た
。
上
下
に
透
明
な
カ
プ
セ
ル

を
伏
せ
た
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
い
て
、

全
体
的
に
は
乳
白
色
に
光
っ
て
見
え
ま

し
た
。「
あ
っ
」
と
思
っ
た
瞬
間
に
縁
の

エ
ッ
ジ
の
部
分
が
黄
緑
色
に
明
る
く
光

り
始
め
ま
し
た
。

自
分
が
見
て
い
た
一
点
か
ら
光
り
始

め
た
の
で
、「
こ
れ
は
ヤ
バ
イ
ぞ
、
向
こ

う
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
！
」
と
思
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
軽
い
驚
き
と

ち
ょ
っ
と
だ
け
怖
い
か
な
と
思
っ
た
ら
、

い
き
な
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
強
い
光
が
き
て

お
で
こ
に
あ
た
り
ま
し
た
。
お
で
こ
に

対
す
る
独
特
の
圧
力
感
が
あ
っ
て
、
目

を
つ
ぶ
っ
て
も
頭
の
中
に
十
字
架
型
の

光
が
チ
ク
チ
ク
と
沢
山
見
え
て
、
そ
の

ま
ま
意
識
が
フ
ー
ッ
と
無
く
な
り
ま
し

た
。
目
が
覚
め
た
ら
翌
朝
で
、
窓
が
開

い
た
ま
ま
二
階
の
ベ
ッ
ド
の
横
で
伏
せ

る
よ
う
に
横
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

起
き
た
ら
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で
し
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た
が
、
一
旦
体
験
し
た
こ
と
は
消
せ
な

い
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。「
あ
れ
は
本
当
に
Ｕ

Ｆ
Ｏ
だ
っ
た
の
か
な
？
」
と
か
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
を
最
初
に
目
撃
し
た
人
の
不
安
感
を

そ
の
と
き
強
く
感
じ
た
も
の
で
す
。

「
ど
こ
か
の
国
の
秘
密
兵
器
な
の
か

な
？
」
と
か
考
え
た
り
、
だ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
方
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
正
体
に
関
し
て

論
説
を
す
る
の
は
、
非
常
に
よ
く
分
か

る
の
で
す
。
目
撃
し
た
そ
の
翌
日
か
ら

い
ろ
い
ろ
考
え
る
。
し
か
し
ま
あ
ど
う

考
え
て
も
、
意
志
を
も
っ
て
た
よ
う
に

感
じ
る
し
、
で
も
一
瞬
光
を
見
せ
る
だ

け
で
出
て
き
て
消
え
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
っ
て
何

な
ん
だ
ろ
う
？�

と
思
い
ま
し
た

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
日
か
ら
感
覚
が
お

か
し
く
な
る
の
で
す
。
金
属
製
品
を
持

っ
て
触
っ
て
い
る
と
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て

く
る
の
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
で
も
な
ん

で
も
そ
う
な
る
の
で
す
が
、
ざ
ら
ざ
ら

が
気
に
な
っ
て
爪
で
ゴ
シ
ゴ
シ
や
っ
て

い
る
と
、
ク
ラ
ッ
ク
が
大
き
く
な
っ
て

強
く
力
を
入
れ
る
と
ポ
リ
ン
と
折
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
は
金
属
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
も
起
き
る
ん

で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
が
よ
く
折
れ
た
り
、

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
が
使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ

シ
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
開
い
て
し
ま

う
の
で
す
。
一
番
困
っ
た
の
は
靴
の
糸

が
取
れ
て
し
ま
っ
て
、
靴
の
皮
が
花
を

開
い
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
の

母
親
が「
こ
の
子
は
い
じ
め
を
受
け
て
、

何
か
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
、
靴
を
む

し
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と
思
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

電
気
製
品
が
壊
れ
る
、
電
話
が
勝
手

に
鳴
る
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
た
り
消
え
た

り
す
る
、
も
う
そ
う
い
う
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
と
に
か
く
食
べ
て
い
る
と
き

に
、
興
奮
し
た
り
す
る
と
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
が
曲
が
る
こ
と
が
よ
く
起
き

た
ん
で
す
。「
困
っ
ち
ゃ
っ
た
な
」
と
思

っ
て
い
る
と
、
同
時
並
行
し
て
今
度
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
よ
く
見
え
て
く
る

の
で
す
。

な
ん
と
な
く
感
じ
る
レ
ベ
ル
で
は
な

か
っ
た
ん
で
す
。
朝
礼
で
立
っ
て
い
る

と
、
前
に
い
る
生
徒
達
の
背
中
か
ら
バ

ン
バ
ン
火
柱
が
立
つ
よ
う
に
オ
ー
ラ
が

よ
く
見
え
る
の
で
す
。
形
が
少
し
ず
つ

違
う
。
本
当
に
火
が
燃
え
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
も
い
ま
す
し
、
野
仏
の
よ

う
に
三
角
形
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
し
、
ま
ん
丸
の
ひ
と
も
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
よ
く
見
て
い
る
と
そ
の
一

つ
一
つ
の
火
柱
の
中
に
小
さ
く
渦
を
巻

き
な
が
ら
振
動
し
て
い
る
繊
維
の
束
だ

と
い
う
の
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

を
見
て
い
る
と
小
さ
な
点
が
ポ
ツ
ン
ポ

ツ
ン
と
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
意
識

を
集
中
し
て
何
か
が
ピ
ン
ト
が
合
っ
た

感
じ
に
な
る
と
、
ブ
オ
ー
ン
と
ズ
ー
ム

ア
ッ
プ
し
て
映
像
が
出
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
自
分
の
顔
の
周
り
に
見
え
て
、
吹

き
か
け
ら
れ
る
息
が
分
か
る
感
じ
で
す
。

こ
ち
ら
は
調
整
が
効
か
な
い
の
で
、
霊

達
は
表
現
し
た
い
放
題
で
、
こ
ち
ら
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
霊
達
も
分
か
る

の
で
、
次
々
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
っ
込

ん
で
き
ま
す
。

あ
と
は
お
墓
が
見
え
て
き
た
り
、
そ

の
人
の
家
の
中
が
見
え
て
き
た
り
、
人

間
っ
て
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
時
空
を
超

え
た
表
現
体
な
ん
だ
な
、
本
当
に
「
人

間
は
表
現
体
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

嫌
と
い
う
ほ
ど
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
報
告

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁�

氏

●
感
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
～
考
え
て
記

憶
し
て
、
私
は
自
分
を
弱
く
し
た
。

考
え
て
記
憶
す
る
の
は
得
意
な
ほ
う

で
し
た
。
子
供
の
時
か
ら
音
楽
の
勉
強

を
し
て
き
た
の
で
、
音
楽
も
暗
譜
、
暗

譜
で
、
頭
を
使
い
ま
し
た
。
学
校
で
は

比
較
的
、
記
憶
す
る
の
が
上
手
い
ほ
う

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
後
に
、
こ
の
記
憶
す
る
こ
と

が
、
知
恵
を
生
み
出
す
邪
魔
に
な
る
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
記
憶
す
る
こ
と

が
、
物
事
を
「
感
じ
る
力
」
を
阻
害
す

る
か
ら
で
す
。
世
の
中
の
問
題
を
見
て

も
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
私
達
は
常
に

頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
結
果
、
起
き
て
い

る
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

半
導
体
素
子
の
開
発
を
し
て
い
た
私

が
R
O
M
に
例
え
る
と
、
以
前
は
消
去

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
最
近
は
、
イ
レ
イ
ザ
ブ
ル
が

開
発
さ
れ
て
、
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
も
デ
ー
タ
を
消

去
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
さ
。

人
の
頭
脳
も
、
メ
モ
リ
を
消
去
し
て
隙

間
を
つ
く
っ
て
い
く
と
、
そ
の
隙
間
で

計
算
、
組
み
合
わ
せ
が
で
き
て
、
頭
を

空
に
す
る
と
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
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の
で
す
。
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。「

感
じ
る
」
こ
と
は
、
学
校
で
教
え
る

と
よ
い
の
に
、
学
校
で
は
「
教
え
る
」

こ
と
が
義
務
。
子
供
た
ち
が
ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
か

つ
て
私
が
ガ
ン
に
な
っ
た
と
き
も
、
ど

う
し
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
生
懸
命
治
そ
う
と
し
て
、
医
者
に
自

分
の
こ
と
を
丸
投
げ
し
ま
し
た
。
手
術
、

薬
が
辛
い
と
い
う
と
、
神
経
質
だ
と
言

わ
れ
、
薬
の
名
前
を
聞
い
た
ら
、
医
師

は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
1
週
間
で

も
し
ん
ど
か
っ
た
。
2
週
間
で
髪
の
毛

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
34
年
前
そ
れ
が

最
高
の
方
法
だ
と
思
い
、
医
師
の
言
う

こ
と
を
一
生
懸
命
き
き
ま
し
た
。
放
射

線
治
療
も
し
ま
し
た
が
、
歩
け
る
状
況

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
、

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
少
し
で
82

歳
で
す
。

●
不
思
議
な
夢
の
体
験
で
起
き
た
こ
と

人
間
は
、
だ
ん
だ
ん
体
調
が
悪
く
な

る
と
何
が
起
こ
る
か
？�

食
べ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
の
に
、
入

院
中
は
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
。
当
時
、

白
血
球
が
あ
ま
り
に
減
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
家
に
帰
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
入
院
中
に
自
分
が
死
ぬ
夢
を
見

た
ん
で
す
。
明
確
な
夢
で
、
臨
死
体
験

の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
棺
桶
の
中
に

入
っ
て
い
る
私
を
、
気
が
つ
い
た
ら
上

か
ら
自
分
で
見
て
い
ま
し
た
。
皆
が
棺

の
周
り
に
別
れ
に
来
て
、
最
後
に
蓋
を

す
る
時
、「
生
き
て
い
る
ん
だ
～
～
」
と

叫
ぶ
と
、
目
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
不
思
議
な
こ
と
に
、
匂
い
に
敏
感
に

な
り
ま
し
た
。

匂
い
の
無
い
場
所
を
探
し
て
思
い
つ

い
た
の
は
病
院
の
屋
上
で
し
た
。
屋
上

に
い
た
ら
、
夜
勤
の
看
護
師
さ
ん
に
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
家

に
帰
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

5
ヶ
月
入
院
し
て
い
た
ら
筋
肉
が
衰
え

て
歩
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ

て
、
そ
の
う
ち
死
ぬ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
立
ち
直

っ
た
の
は
、
も
う
こ
れ
で
い
い
ん
だ
と

腹
を
決
め
た
か
ら
で
す
。
腹
を
決
め
た

ら
、
食
べ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
ま
た
、

結
果
と
し
て
治
る
た
め
に
大
き
な
役
目

を
し
ま
し
た
。

今
や
、
ガ
ン
に
な
る
と
断
食
や
小
食

が
素
晴
ら
し
い
と
、
も
の
の
本
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
。

右
の
腎
臓
を
取
っ
た
た
め
、
右
足
が

丸
太
ん
棒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
も

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
病
院
で
治
療

す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
退
院

に
よ
っ
て
糸
の
切
れ
た
凧
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
動
物
も
調
子
が
悪

い
と
食
べ
な
い
で
寝
て
い
ま
す
よ
ね
。

断
食
で
少
し
ず
つ
血
液
が
き
れ
い
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な

る
前
に
習
っ
て
い
た
ヨ
ガ
の
先
生
か
ら
、

オ
ー
ラ
が
汚
れ
て
い
る
、
チ
ャ
ク
ラ
は

閉
ま
っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
、

後
に
私
の
意
識
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
、
断

食
し
て
い
た
ら
、
少
し
ず
つ
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
を
出
て
良
か

っ
た
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
太
陽
に
報
告
し
た
～
今
、
生
き
て
い

る
こ
と
。

退
院
し
て
2
週
間
ほ
ど
が
経
過
し
た

頃
、
今
日
ま
だ
生
き
て
い
る
、
と
感
じ

た
時
に
、「
自
分
は
何
を
恐
れ
て
い
る

の
か
」
と
、
心
が
以
前
と
変
わ
り
、
安

ら
い
で
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

今
日
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
太
陽
に
報

告
し
よ
う
!��
そ
れ
で
、
日
の
出
だ
、

と
思
っ
た
ん
で
す
。
日
の
出
を
見
た
ら

あ
ま
り
に
素
晴
ら
し
い
の
で
、
太
陽
さ

ん
あ
り
が
と
う
、
と
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
あ
の
太
陽
が
、
私
達
を
生
か
し
て

い
る
、
そ
う
思
う
と
、
太
陽
に
手
を
合

わ
せ
て
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

日
の
出
に
よ
っ
て
、
私
は
祈
る
こ
と
を

知
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

自
分
が
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
気
づ
い

て
、
太
陽
が
出
て
く
る
前
に
、
何
十
回

も
呼
吸
を
し
ま
し
た
。
こ
の
呼
吸
が
な

い
と
死
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
と
。
そ
う
す
る

と
、
息
を
吐
い
て
吸
う
、
こ
の
中
に
人

生
の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

人
は
極
限
の
状
態
に
な
る
と
、
そ
こ

で
色
々
な
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く
る
の

で
す
。

●
呼
吸
が
人
生
を
変
え
る
～
チ
ャ
ク
ラ

の
振
動
に
気
づ
く
。

呼
吸
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
つ
く
と
、

ま
す
ま
す
体
調
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

呼
吸
を
し
て
い
る
時
に
、
声
を
だ
し
て

み
た
ら
、
体
に
振
動
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て

● ❽●



発
声
を
続
け
て
い
る
と
、
か
つ
て
ヨ
ガ

の
先
生
が
い
っ
て
い
た
チ
ャ
ク
ラ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
1
週
間
く
ら

い
か
け
て
、
と
う
と
う
自
分
の
7
つ
の

チ
ャ
ク
ラ
を
探
し
だ
し
ま
し
た
。
本
に

書
い
て
あ
る
の
と
同
じ
チ
ャ
ク
ラ
を
全

部
見
つ
け
た
ら
、
面
白
く
て
。
音
楽
を

勉
強
し
て
き
た
の
で
、
チ
ャ
ク
ラ
の
位

置
で
音
が
違
い
ま
し
た
。
人
の
体
は
、

チ
ャ
ク
ラ
に
敏
感
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。あ

る
朝
、
日
の
出
前
に
、
尾
て
い
骨

か
ら
、
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

太
陽
に
向
か
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
食
べ
る
時
も
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
を
や
っ
て
も
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
い
っ
て
い
る

う
ち
に
、
あ
れ
ほ
ど
恐
れ
て
い
た
死
が
、

今
、
生
き
て
い
る
、
今
、
生
か
さ
れ
て

い
る
と
。
気
が
つ
く
と
死
が
怖
く
な
く

な
っ
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

単
に
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
、
デ
ー
タ

だ
け
を
信
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
発
想

で
行
っ
て
い
た
治
療
で
は
、
ガ
ン
は
治

ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
振
り
返
り
ま
す
。

幸
い
に
も
私
は
毎
日
、
そ
の
当
時
の

自
分
に
と
っ
て
は
、
く
だ
ら
な
い
と
思

う
こ
と
も
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
理
解
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
治

っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
力

が
つ
く
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
自
分
が

元
気
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に

も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
体
験
に
よ
っ
て
、
見
え
る
も

の
か
ら
、
見
え
な
い
も
の
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
意
識
が

変
わ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
と
の
再
会
～
意
識

の
変
容
と
は

手
の
ひ
ら
な
ど
に
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ャ

ク
ラ
が
あ
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
チ

ャ
ク
ラ
を
見
つ
け
た
時
、
手
の
位
置
を

移
動
し
て
い
く
と
、
チ
ャ
ク
ラ
の
強
さ

が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
人
間
は
敏
感
に

な
る
の
で
す
。

頭
の
中
で
R
O
M
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
不
安
が
消
去
さ
れ
て
く
る
。
治
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
頭
の
中
を
空
に
す

れ
ば
い
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
穂
高
養
生
園
と
も

縁
が
で
き
ま
し
た
。
磁
力
線
が
あ
る
と

こ
ろ
は
、
健
康
に
よ
い
と
い
う
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
の
中
に
、・
・
・
野

原
の
松
の
林
の
陰
の
小
さ
な
か
や
ぶ
き

の
小
屋
に
い
て
・
・
・
と
い
う
一
節
が

あ
り
ま
す
。
宮
沢
賢
治
は
本
当
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

磁
力
線
が
通
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

で
は
、
感
じ
る
力
が
違
っ
て
く
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

穂
高
養
生
園
で
、
フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン

に
行
く
機
会
を
く
れ
た
ケ
イ
ト
・
ラ
ビ

ノ
ビ
ッ
ツ
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
彼
女
は
養
生
園
で
ヨ
ガ
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
ケ
イ
ト
が
日
本
を
去
っ

て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
フ
ィ
ン
ド
ホ

ー
ン
で
国
際
会
議
が
あ
り
、
講
演
者
と

し
て
あ
な
た
を
推
薦
し
た
、
と
手
紙
を

も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
ガ
ン
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
と
て
も
行
け
る
状
況

で
は
な
い
。
し
か
も
、
お
金
も
な
い
。

し
か
し
、
二
度
、
三
度
と
熱
心
に
手
紙

を
い
た
だ
い
て
、
山
川
絋
矢
さ
ん
、
亜

希
子
さ
ん
に
も
相
談
し
、
結
局
、
行
く

事
に
決
め
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン
に
あ
る
瞑
想
室
は
、

座
っ
た
時
に
、
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
瞑
想
室
も
、

磁
力
線
に
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン

で
ハ
グ
攻
め
に
あ
い
ま
し
た
。
あ
の
ハ

グ
が
効
い
た
ん
で
す
ね
。
無
条
件
の
愛

を
人
か
ら
感
じ
た
体
験
で
し
た
。

意
識
は
非
常
に
大
切
で
す
。
人
間
が

変
わ
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

私
は
意
識
を
段
階
に
し
て
7
つ
の
レ

ベ
ル
に
わ
け
ま
し
た
。
あ
あ
、
ま
だ
生

き
て
い
る
。
ま
だ
生
か
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
意
識
が
変
容
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。
邪
気
が
な

い
状
態
、
思
考
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
サ
イ
（psi

）
と
い

う
概
念
を
見
直
し
、
意
識
の
側
面
で
と

ら
え
て
み
る
と
、
サ
イ
（psi

）
は
じ
つ

に
身
近
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
逆
に
、
物
事
を
と
ら
え
る

「
意
識
」
も
変
わ
り
、
相
互
方
向
で
す
。

言
葉
や
思
考
に
の
み
頼
る
こ
と
な
く
、

感
じ
る
こ
と
が
鍵
で
す
。
こ
れ
が
、
私

が
と
ら
え
る
サ
イ
（psi

）
の
入
り
口
で

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

●❾ ●
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実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
F
O
現
象

～
U
F
O
飛
翔
体
・
遭
遇
と
そ
の

軌
跡
～

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一�

氏

　
（
日
本
Ｕ
Ｆ
Ｏ
調
査
・
普
及
機
構

�
［O

U
R-J

］代
表
）

と
き
：
2
0
1
9
年
9
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

1
9
4
7
年
6
月
24
日
、
米
・
ワ
シ

ン
ト
ン
州
で
9
機
編
隊
の
飛
行
物
体
が

目
撃
さ
れ
、
世
界
中
にFlying�Saucer

（
空
飛
ぶ
円
盤
）と
い
う
名
称
が
共
有
さ

れ
て
か
ら
70
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
正
体
は
未
だ
に
謎
の
ま
ま
で
す

が
、
光
学
技
術
が
進
歩
し
た
現
代
な
ら

ば
こ
れ
ま
で
以
上
に
鮮
明
な
飛
翔
体
の

姿
を
写
真
や
映
像
で
撮
影
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
撮
影
の
チ

ャ
ン
ス
は
等
し
く
皆
さ
ん
に
も
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
飛
翔
体
は
誰
に
で

も
見
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
す
。
そ

も
そ
も
飛
翔
体
と
の
遭
遇
に
際
し
て
は

「
信
じ
る
・
信
じ
な
い
」
と
い
う
論
議
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
心
が
綺
麗
な
人
、
超
能
力
者
、

特
定
の
団
体
に
属
し
て
い
る
特
別
な
人

た
ち
だ
け
が
遭
遇
で
き
る
、
な
ど
と
い

う
俗
説
も
誤
り
で
す
。
現
実
に
何
か
が

存
在
し
、
空
を
飛
ん
で
い
る「
現
象
」で

あ
る
以
上
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
す
。

一
方
で
私
の「
継
続
的
な
遭
遇
」
と

「
数
多
く
の
写
真
」に
関
し
て
は
単
な
る

偶
然
で
は
片
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
飛
翔
体
と
の
相
互
交
流
を
図
る
た

め
に
私
自
身
が
観
測
実
験
を
計
画
し
、

成
果
が
出
る
ま
で
真
摯
に
呼
び
か
け
を

続
け
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
幼
少
期
の
最
初
の
遭
遇
か
ら
、
観
測

実
験
に
至
る
経
緯
、
そ
し
て
現
在
の
自

ら
の
意
思
で
遭
遇
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
自
身
の
不
思
議
な
歩
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

後
半
で
は
飛
翔
体
と
の
超
接
近
遭
遇

の
可
能
性
に
触
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
遭

遇
体
験
の
果
て
に
辿
り
着
い
た
飛
翔
体

の
起
源
に
つ
い
て
も
公
開
し
ま
す
。
こ

こ
に
至
る
ま
で
、
空
を
見
上
げ
る
と
、

私
の
頭
上
に
は
い
つ
も
不
思
議
な
飛
行

物
体
「
飛
翔
体
」
が
い
ま
し
た
。
今
日

は
そ
の
旅
の
道
程
で
与
え
ら
れ
た
証
拠

を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
記
念
す
べ
き

日
で
す
。
さ
あ
、
そ
れ
で
は
一
緒
に
飛

翔
体
の
実
態
と
不
思
議
な
世
界
を
共
に

探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Chapter-1��

出
現
パ
タ
ー
ン�

様
々
な
事

Case-1��

機
体
が
発
光
す
る

Case-2��

形
状
が
突
然
変
化
す
る

Case-3��

編
隊
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

Case-4��

視
線
を
感
じ
る
と
そ
こ
に
い

　

る

Case-5��

呼
び
か
け
に
応
え
る
飛
翔
体

Chapter-2��

撮
影
に
ま
つ
わ
る
不
思
議

　

な
現
象

Case-1��

見
て
い
な
い
の
に
写
っ
て
い

　

る�　
　
　

Case-2��

撮
影
し
た
は
ず
が
写
っ
て
い

　

な
い

Case-3��

目
視
と
違
う
形
状
が
写
っ
て

　

い
る

Case-4��

目
視
と
違
う
色
彩
で
写
っ
て

　

い
る

Case-5��

撮
影
後
に
判
明
し
た
特
有
の

　

動
き

Chapter-3��

遭
遇
の
歩
み

受
動
期　

～
訓
練
期
間
を
振
り
返
る
～

第
一
段
階　

最
初
の
遭
遇

第
二
段
階　

不
思
議
な
夢
①　

大
群

第
三
段
階　

不
思
議
な
夢
②　

着
陸

第
四
段
階　

予
知
夢
と
遭
遇

能
動
期

　

～
相
互
交
流
を
求
め
て
実
験
開
始
～

第
一
段
階　

様
々
な
変
化

第
二
段
階　

劇
的
な
写
真
撮
影

第�

三
段
階　

誰
と
で
も
一
緒
に
遭
遇
で

き
る
！

Chapter-4��

超
接
近
遭
遇
の
可
能
性

　

�

ビ
デ
オ
に
捉
え
ら
れ
た
降
下
す
る
飛

翔
体

Case-1��

米
・
パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ス

Case-2��

日
本
・
横
浜
市
某
神
社

Chapter-5��

飛
翔
体
の
起
源

　

運
命
の
遭
遇

◎
加
藤
純
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
　
　

1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
秋
田
市

生
ま
れ
。
2
0
0
0
年
に
日
本
で
最
大

の
U
F
O
研
究
団
体
「
日
本
U
F
O
調

査
・
普
及
機
構（O

U
R-J

）」
を
創
設
、

代
表
に
就
任
。
以
来
、
テ
レ
ビ
出
演
、

講
演
活
動
、
雑
誌
、
新
聞
等
の
連
載
を

通
じ
U
F
O
の
実
在
性
を
啓
蒙
し
て
き

た
。
東
京
造
形
大
学
で
は
非
常
勤
講
師

と
し
て
10
年
以
上「
U
F
O
学
講
座
」

を
特
別
講
義
し（
2
0
0
0
年
～
2�

0�

1�

2
年
）、
同
テ
ー
マ
は
ス
カ
パ
ー
!

「
新
モ
ン
ド
研
究
所
」で
も
2
年
間
放
映

さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
は「
た
け
し
の

テ
レ
ビ
タ
ッ
ク
ル
」を
は
じ
め
、
40
回
以

上
出
演
、
ラ
ジ
オ
の
出
演
も
多
数
。
雑

誌
・
出
版
関
連
で
は「
ム
ー
」
へ
の
寄
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稿
を
は
じ
め「T

H
E�X

-FILE�D
V
D

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
U
F
O
関
連
を

担
当
。
そ
の
他
雑
誌
等
で
の
連
載
・
寄

稿
も
多
数
。
東
ス
ポ
で
は「
に
っ
ぽ
ん

U
F
O
紀
行
」「
世
界
U
F
O
紀
行
」
を

2
年
間
に
わ
た
り
連
載
。
ウ
ェ
ブ
で
は

「
パ
ラ
レ
ル
わ
ぁ
る
ど
」に
て
U
F
O
見

聞
録
を
連
載
中
。O

U
R-J

で
は
U�

F�

O

専
門
機
関
紙「U

FO
�Report�Japan

」

を
創
刊（
20
号
ま
で
発
行
、
今
後
は
電

子
書
籍
を
発
行
予
定
）、
海
外
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
2
0
0
2
年
に

は
初
と
な
る
著
書「
U
F
O
ヨ
モ
ヤ
マ

話
」を
上
梓
、
2�

0�

1�

6
年
にA

m
azon

よ
り「
U
F
O
―
飛
翔
体　

遭
遇
と
そ

の
軌
跡
」
を
上
梓
し
た
。
現
在
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
在
住
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
の
顔
を

持
つ
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク　

　

～
お
笑
い
の
効
用
～

　　
　
　
　

講
師　

若
井　

ぼ
ん�

氏

�

（
元
漫
才
師
、
レ
ゲ
エ
歌
手
）

と
き
：
2
0
1
9
年
10
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

む
か
し
か
ら
「
お
笑
い
」
は
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

笑
っ
て
、
あ
る
い
は
笑
わ
さ
れ
て
息
を

吐
き
出
す
と
、
胸
も
頭
も
空
っ
ぽ
に
な

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
頭
の
中
の
も
や

も
や
も
、
そ
し
て
胸
に
た
ま
っ
た
人
間

関
係
の
「
ス
ト
レ
ス
」
も
、
吐
息
と
と

も
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
で
す
ね
。

笑
う
こ
と
で
日
頃
の
緊
張
感
が
緩
み
、

思
わ
ず
筋
肉
が
痙
攣
を
起
こ
し
ま
す
と
、

全
身
の
細
胞
が
震
え
て
、
あ
ち
こ
ち
の

組
織
が
浄
化
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
神
社
で
行
わ
れ
る「
お
祓
い
」
も
、

き
っ
と
同
じ
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も
つ

の
で
し
ょ
う
。
語
呂
合
わ
せ
で
す
が
、

「
お
祓
い
」は「
お
笑
い
」に
通
じ
ま
す
も

の
ね
。

最
近
、
病
気
の
原
因
と
し
て
た
び
た

び「
ス
ト
レ
ス
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
逆
説
的
に
い
え

ば
、「
ス
ト
レ
ス
」
を
う
ま
く
取
り
去
れ

ば
病
気
に
罹
り
に
く
い
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
で
あ
れ
ば
、
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
、
大
い
に
笑
っ
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
わ
け

で
す
。

「
ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と

タ
イ
ト
ル
は
か
た
い
で
す
が
、
元
漫
才

師
は
喋
り
が
身
上
、
脱
線
し
た
ら
、
思

い
切
り
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
時

効
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お
笑
い

芸
人
た
ち
の
裏
話
が
出
て
も
、
こ
の
場

に
免
じ
て
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」―
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

海
の
神
さ
ま
住
吉
大
社�

―
物
語
と

神
異
に
み
る
神
徳
―

　
　
　
　

講
師　

小
出　

英
詞�

氏

�

（
住
吉
大
社�

権
禰
宜
）

と
き
：
2
0
1
9
年
11
月
16
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

大
阪
人
に「
住
吉
っ
さ
ん
」と
親
し
ま

れ
る
住
吉
大
社
は
、
海
の
神
、
航
海
の

神
と
し
て
仰
が
れ
て
い
ま
す
。
四
つ
の

御
本
殿
は
古
代
神
殿
の
形
式
を
よ
く
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
西
向
き

で
全
国
神
社
で
は
希
な
存
在
で
す
。
そ

し
て
、
独
特
の
配
列
は
海
原
を
ゆ
く
船

団
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

御
祭
神
で
あ
る
住
吉
三
神
は
、
神
話

の
中
で
海
中
よ
り
出
現
し
た
海
神
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
ま
す
が
、
一
説
に
は
星

神
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
り
、
独
特
な

社
殿
配
列
は
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
と
指

摘
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
和
歌
の
神
、

託
宣
の
神
と
し
て
の
信
仰
も
あ
り
ま
す
。

王
朝
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
歌
道

の
守
護
神
と
し
て
秘
伝
化
さ
れ
、
物
語

に
も
様
々
に
登
場
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

実
際
の
海
難
、
戦
災
、
自
然
災
害
に
お

け
る
神
異
の
例
が
数
々
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
以
上
を
神
職
の
視
点
か
ら
住
吉
大

社
の
概
要
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。航

海
の
神
と
し
て
仰
が
れ
る
住
吉
大

社
の
社
殿
配
列
は
、
星
座（
オ
リ
オ
ン

座
）
を
模
し
た
と
い
う
見
解
が
あ
り
ま

す
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
陸
地
を
走
る

列
車
や
自
動
車
が
交
通
機
関
の
中
心
で

す
が
、
昔
は
船
で
し
た
。
天
の
赤
道
上

に
位
置
し
、
真
東
か
ら
昇
り
真
西
へ
沈

む
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
は
、
航
海
上
、

東
西
方
向
を
知
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

星
座
で
す
。
東
の
海
か
ら
水
平
面
を
垂

直
に
等
間
隔
で
上
っ
て
く
る
オ
リ
オ
ン

の
三
ツ
星
。
こ
れ
が
住
吉
大
社
の
ご
祭

神
、
底
筒（
海
の
底
の
星
）・
中
筒
・
上

筒
之
男
命（
う
わ
つ
つ
の
を
の
み
こ
と
）
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と
い
う
三
柱
の
神
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
洋
と
西
洋
、
海
と
星
、
和
歌
と
託

宣
・
・
・
身
近
に
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
こ

と
は
星
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
・
・
・
。

◎�

小
出
英
詞
（
こ
い
で
・
え
い
じ
）
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

住
吉
大
社
権
禰
宜
。
同
教
化
課
長
。

奉
仕
す
る
住
吉
大
社
を
中
心
に
郷
土
史

や
伝
統
文
化
に
関
す
る
講
座
や
講
演
、

執
筆
活
動
の
か
た
わ
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
復
活
、
ま
ち
お
こ
し
等
の
仕
掛
け
人

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

1
9
7
5
年
生
。
皇
學
館
大
學
文
学

部
神
道
学
科
卒
業
。
冊
子『
住
吉
っ
さ

ん
』
編
集
者
、
皇
学
館
大
学
階
位
検
定

講
習
会
講
師
、
一
般
財
団
法
人
住
吉
村

常
磐
会
評
議
員
、
帝
塚
山
派
文
学
学
会

運
営
委
員
、
住
吉
公
園
「
歴
史
探
訪
」

編
集
委
員
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
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ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�
信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�
Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、
そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師�

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　

�

佐
藤�

禎
花�

氏　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」



● �●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091



方向の左螺旋拡大方向の（−）グリーンエネル
ギー（−GE）が作用しており、（+GE）は生命の
成長阻害作用（ミイラ化､ 乾燥作用など）を示
し、（−GE）は生命の成長促進作用（ネガエント
ロピー）を示している、と主張しました。

筆者らも、これと同一のピラミットの小型模
型を造り、室内でテストしたところ、結果とし
て、ヒルズの説をほぼ支持する結果を得ました。
さらに山田孝男師らはこれらの結果を参考にし
て、瞑想の深度の促進用の器具として、クリス
タル・セブン（CR7）を発明・製作致しました

（1989）。水の電気伝導率変化や、植物の生長
を用いて、筆者らが、共同研究として、CR7の
効果を測定したところ、気（サイ）は、陰（−）と
陽（+）のサイ（気）・エネルギーの作用を保持し
ながら、空気、水、水晶、電磁場、メタル内を、
横波又は縦波として移動している。サイ（気）

は、水晶や､ 金メッキ渦巻形状銅板、鏡、凸レ
ンズなどによって集められ、絶縁コイルや磁石

（N極からS極に）等によって、導かれて移動し
てゆく。サイ（気）は電子（素粒子）、陰･陽の大
気イオン、大気プラズマ、サイ−spin対等から、
構成されている等と推定されました。

再記すると、検討と考察の結果として、サイ
（気）のスピン運動と生命力の関係が推定されま
した。右旋回で上方向に拡大するスピン運動は

（+）サイ（気）で、成長阻害作用である。これは、
たとえば、左指で拳を造り､ 親指を立てる。つ
まり、西から東方向にスピンして、指先方向に
電流が流れ、親指はベクトル方向（上）で、北
を示す。他方、（2）左旋回で下方向に拡大する
スピンは（−）サイ（気）で、成長促進作用となる
ことがわかりました。

※�論文集「サイ科学�2019」資料4に小坂武司氏の御著書「日本の霊性の真価」の内容がまとめられて
おりますが、著者ご本人がその本を書いた動機について、以下述べられました。

平成15（2003）年10月、友人の気功師、藤谷康光さんを誘って、熊本県蘇陽町の幣立神宮に参拝
したことがありました。たまたま藤谷さんは、前日東京で気功治療を施していたメッセンジャーの中
山良子さんから不思議な指示を受けました。

中山良子さんからの指示とは、
幣立神宮に行かれたら、神宮の神殿の左横にそびえる1万5000年の樹齢の檜の根深く封印されて

いる宇宙神三大竜王を天に放ってください、とのことでした。

そして、当日、藤谷さんが幣立神宮で祈りにより開放した三大竜王は、東京のホテル・ニューオー
タニの日本庭園に飛来したのです。中山さん、藤谷氏、私たちは、その日本庭園に行き、三大竜王
だけではなく、多くの宇宙人がそこにおられることを告げられます。特に私には、アクエリアス星人
のダウザーさん、ラリガーさんたちがついており、さらに空海や平安初期の先祖の紀夏井の方々が、
その後の私たちの色々な祈りの巡礼をともにされるのです。

幣立神宮、ニューオータニの日本庭園、上智大学のザビエル聖堂、名古屋近郊の貴麗宮、立山山
麓の穴の谷の霊水、高野山奥の院、熊本宇土の五色山釈迦涅槃像、バンコク・エラワン廟、箱根神
社、秩父の尾須澤鍾乳洞、鞍馬山、最後に富士山五合目の小御嵩神社、での巡礼の旅は終わります。

その巡礼の旅の過程で、さまざまの不思議な超常現象を経験します。最後にそれらの経験を日英
文で書物にしなさい、との指示を受けます。そして、書き上げたのが「日本の霊性の真価」の日本版
のこの書物です。

●� ●
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1）変性意識状態の重要性
人の心は意識と無意識から構成されておりま

す。意識的と思われる行動もその基には無意識
層の作用があると云われております。意識は動
的で変化しがちであり、無意識は静的で変化し
難いといえます。日常生活として様々に活躍し
ている時の心（意識）と、変化し難い無意識層
の間には、変性意識状態（ASC）と呼ばれる状
態があります。呼吸のコントロールや意識の集
中等の手法を用いて心の自由度を制限して変性
意識状態（ASC）に入る（心を物に近づける）と、
意識は静的な状況になります。脳波でいいます
と、ベーター波からシーター波付近（7Hz）に迄
周波数を下げる事を意味しており、意識が物に
近い状態に変化した事になります。

超常現象の原因と言われる「サイ（気）」は、
変性意識の状態（ASC）で、意念（意識し念ず
る）する事によって、皮膚（チャクラ､ 経穴）か
ら体外に放出されると判断しております。肉体
は、いわゆる「物（質）」でありますが、これとは
別に、「意識」がある事が解ります。形而上学な
らびに形而下学と言われる様に両者は異質であ
ります。昔からの言い伝えで、「シャーマン（特
異超能力者）」がトランス（意識の変化した状態）
に入り、「自らが神に変身する」といわれる様
に、人格変換を生じさせる領域が変性意識状
態（ASC）であります。

筆者らの実験によれば、心が関係する「サイ
（気）」の左旋回で下方向に拡大するスピン（ラセ
ン）は、成長促進作用を意味しているので、ラ
セン運動は生命力や生命エネルギーの流れに関

係の深い事がわかります。これらを拡大して、
一般化すると、いま見えている「物」だけがこの
世の総てでは無く、見えない世界があり、そこ
では、想像を超えた働きと現象が､ 変性意識状
態（ASC）を介して、生起していると判断・推
定することができます。

私達は、生活空間としての4次元時空（3次
元プラス時間）に住んでおります。つまり、この
4次元世界に適合するように心身は出来ており
ますが、将来、新たに、変性意識状態（ASC）
域が科学的に解明されて、これに適合するよう
に、心身も次第に変化･上昇して、5次元世界
に適合し、変化することになるのかも知れない。
いまは、物と心は異質でありますが、サイ（気）
を介して、人工知能（AI）に質の異なる（動的な）
心の作用が導入されて、心身が変化して5次元
世界に次元上昇する様になるかも知れないと考
えております。

2）サイ（気）のスピン運動
超常現象の原因となるエネルギー・情報をサ

イ（気）と云います。または、体外の空間に有
る「オーブ･たまゆら」（物質）と、撮影者の意念

（心）を結び付ける（仲介する）エネルギーや情
報が、サイ（気）であります。このサイ（気）は、
素粒子類似で、いつもスピン（螺旋）しておりま
す。米国のクリストファー・ヒルズ（1975）は、
永年の瞑想･体感の結果として、エジプト・ギ
ザのクフ王の墓と言われるピラミットの模型に
は、その頂上から上方向に右方向に拡大する
螺旋状の（+）グリーンエネルギー（+GE）、下

サイ（気）の運動と生命体サイ（気）の運動と生命体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木�茂美


